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本年も宜しくお願い致します

▲常議員会開催
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2016年1月号が
本所会報発行700号となりました。

今後ともご愛読下さい。
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年頭所感

謹んで新春のお慶びを申し上げます

（順不同・敬称略）
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　平成28年の新春を迎え謹んでお慶び申し上げま
す。
　昨年はアベノミクス効果が地方には十分に届か
ず、地域経済への影響を実感することができませ
んでした。射水商工会議所ではそのような状況に
おいて、部会活動による射水市への提言・要望は
２回を数え、地域事業所の代弁者として役割を果
たしているところです。また、新湊近未来構想も
すべてのプロジェクトが具体化し、成果もいくつ
か見えてきました。
　さらに、昨年立ち上げた「いみず塾」も安岡定
子先生とのご縁をいただき順調に滑り出しまし
た。自身を修め（修己）、この経済混迷期におい
て「小人は利に喩り 君子は義に喩る」とあるよ
うに、世のため人のために役立つ付加価値を創造
してもらうことにあります。これは我々経済人の
みならず政治や行政、教育に関わる方々とて例外
ではないように感じます。今まさに求められてい
るのは地域の様々な担い手の意識変革であり、そ
のための「論語」なのです。2500年前の教えが色

褪せないのは真理を説いているからなのでしょ
う。なお、次回のいみず塾は３月６日です。余談
ですが、評判の安岡先生が県内で定例の論語講座
を持つことは初めてで、市外から多くの問い合わ
せがあり注目を集めています。
　いずれにせよ、経済活性の要諦は企業独自の魅
力を掘り起こし、高い付加価値を生み出せるかど
うかです。高度成長期であれば量を追いかければ
発展できましたが、今の時代は少量でも質の高い、
つまり世のため人のために役立つ付加価値を創造
し、大きな市場に向けて発信することが重要なの
ではないでしょうか。
　本年は第23期役員任期最終の年となりますが、
射水商工会議所は考え、行動する組織として、仕
上げの年に相応しい活動を展開したいと考えま
す。会員各位には何卒倍旧のお引き立てを賜りま
すようお願い申し上げ、あわせて今後益々のご隆
盛をご祈念申し上げます。
　大変僭越ではありますが、年頭にあたり所感を
述べさせていただきました。

年頭のご挨拶
射水商工会議所
会　頭　牧　田　和　樹



平成28年1月10日 ● 第700号 3

年頭所感

　明けましておめでとうございます。
　平成28年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげ
ます。
　昨年の世界の動向は、ギリシャ問題、中国経済
の新常態への移行、資源・エネルギー価格の下落、
シリア問題など、世界経済を揺るがす問題が多数
ありました。新興国経済が低迷する中で、相対的
に先進国経済は底堅く、米国経済は好調に推移し、
昨年の世界経済全体は緩やかな回復となりまし
た。本年は、米国がいよいよ金融緩和の出口戦略
に入り、中国経済の先行きの不透明さと合わせて、
新興国経済に力強さがうかがえないなど、世界経
済の回復は今年も緩慢なものになるのではないか
とみられております。
　一方で、わが国経済は、ようやくデフレ脱却へ
の道筋が見え、昨年はＴＰＰの大筋合意や訪日観
光客の増加、さらに、昨年後半からは、企業の設
備投資も拡大していることが明らかとなり、国民・
経済界が将来に向けて明るい展望を持てる期待感
が広がりつつあります。また、来年４月には消費
税率が10％にアップすることから、本年後半には
ある程度の駆け込み需要が発生するのではないか
と思われます。
　将来の日本の持続的な成長を成し遂げていくた
めには、50年後の人口１億人の維持を目標とする
抜本的な少子化対策、働く意欲を持った高齢者と
女性の労働参加を促進する労働改革、日本の食の
魅力と安全を世界に発信する強い農業への転換な
ど、構造改革の推進がいずれも待ったなしの状況
となっています。また、これらを実現する財源の
ためには、税と社会保障の一体改革の実現も急務
となります。
　わが国は、幸いなことに安定政権の下で、政策
を継続的かつ粘り強く実行する体制にあります。
日本再生のためには、改革のプラスとマイナスを
明示し、国民にその必要性を説明し、説得し続け
ることで改革を成し遂げることが重要でありま
す。
　さて、このような中で、商工会議所といたしま
して、どのようなことに軸足を置いていくことが
必要であるか考えますと、全国514の商工会議所
が、それぞれの地域で、関係者と緊密に連携しな
がら地域の将来をデザインし、地方創生に向けて
取り組んでいくことが肝要だと思います。特に「観
光」や「ものづくり」など地域の強みを生かす活

動には、商工会議所が強いリーダーシップを発揮
していくことが求められているのではないでしょ
うか。
　まず、地方創生の切り札として期待される観光
分野では、外国人観光客は、一昨年に1300万人を
超え、昨年は約1900万人と急激に増加しました。
2020年の東京オリンピック・パラリンピックまで
に2000万人という当初の目標を前倒しで達成する
ことが確実となっています。それぞれの地域が、
外国人のみならず国内の観光客を引き付けるため
には、デービッド・アトキンソン氏の『新・観光
立国論』にも述べられているように、「文化」「気候」
「自然」「食事」の四大要素を軸として、地域が独
自の魅力を発信するとともに、地域間の連携も必
要ではないでしょうか。新たな目標設定とともに、
ボトルネックの解消と観光消費の効果を得るため
の現実的な対策を考えていくことが重要です。
　次に、観光と並んで日本の強みを生かす分野に
製造業があります。六重苦が徐々に解消され、Ｔ
ＰＰの大筋合意により、国内立地の競争力は改善
傾向にあり、新しいものづくり立国を構築する好
機が訪れています。昨年11月には、「ＴＰＰ政策
大綱」がまとめられ、ＴＰＰを活用した中小企業
と農業の輸出促進支援策も検討されており、地方
創生にも大いに貢献することが期待されます。１
～２年後にはＴＰＰが発効することを想定して、
これまで海外ビジネスに取り組んでいなかった企
業でも、どのように活用できるか、検討していく
ことが重要ではないでしょうか。特に、ＴＰＰで
は日本の農業を強い産業に変革していくととも
に、日本の農産品・食品の輸出拡大に貢献するこ
とが期待されています。
　さらに、日本再生という点では、本年３月で震
災から６年目に入る被災地の復興の歩みも加速さ
せなければなりません。一日も早い本格復興に向
けて、現地のニーズに即した支援を着実に実行し
ていくことが重要です。
　最後になりますが、地方創生の主役は、われわ
れ自身であり、明るい未来を切り開く気概を持っ
たわれわれの一歩が日本再出発の推進力となりま
す。自信を持って前を向き、変化をチャンスと捉
え、果敢に挑戦してまいりましょう。皆さまの一
層のご支援とご協力を心からお願い申しあげま
す。

年頭所感
日本商工会議所
会　頭　三　村　明　夫
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　新年明けましておめでとうございます。旧年中
は青年部の運営に際しまして、皆様に格別のご支
援ご協力を賜りました事に、心より厚く御礼を申
し上げます。
　さて、昨年射水市は、節目となる合併10周年を
迎え、10月の「全国豊かな海づくり大会」を始め、
大きな事業が数多く開催され、歴史的にも深く刻
まれる年となりました。さらに、北陸新幹線の開
業も重なり、県内外から大勢の方々が、射水市に
足を運んでいただいております。
　我々は、これをチャンスと捉え、射水、そして
青年部の魅力を多方面に発信する事を意識し、平
成27年度のスローガンに「守･破･離　～まずは

『守』基礎を忘れず～」を掲げ、活動してまいり
ました。特に、映画やドラマのロケ地としても注
目を集めております内川の魅力を発信できないか
と試作を重ね、青年部名物のどんどん焼きをアレ
ンジした『内川ベニス焼き』を開発、各イベント
会場で販売し、大変好評いただいております。
　今後とも、『守』となる強固な基礎を築き、『破』
の応用力へつなげ、『離』となる独自の魅力溢れ
る事業を展開できる様、会員一同邁進していきた
いと思います。
　結びに、皆様のご健康と益々のご多幸を祈念し、
新年の挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
射水商工会議所青年部
会　長　野　上　茂　治

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様には、お元気で新しい年をお迎えのことと、
お喜び申し上げます。
　平素は女性会の運営に対し、ご指導ご協力を賜
り年頭にあたり心より御礼申し上げます。
　さて昨年４月、任期満了に伴う役員改選におき
まして、会長職を再任いただき、副会長はじめ、
新たな役員体制で４期目がスタートしました。
　新事業としまして、平成27年３月北陸新幹線開
業を記念し、若手後継者等育成事業をこれまでの
「講演会」から、北陸新幹線を利用した「視察研
修会」としました。昨年は内川周辺での人気俳優
主演による映画やドラマのロケが行われるなど、
観光資源が全国的に注目され、これからもロケ地
として当地区が選ばれるため、千葉県佐原商工会
議所を訪問しました。佐原地区は1943年の日本最
古の無声映画の撮影地としスタートして以来、
数々のロケ地としての実績があり、これまでのノ
ウハウ、女性会がまちづくりについてどのような

取り組みを行ったか等の先進事例を勉強してきま
した。
　また、毎年恒例の出店事業も行い、収益金で購
入した玩具を保育園に寄付させていただくなど、
諸事業をとおし射水商工会議所女性会の存在を市
内外の皆様にＰＲすることができましたのも、こ
れも役員・会員皆様のご協力の賜物であり感謝申
し上げます。
　さて、１月９日に映画「人生の約束」が公開さ
れます。映画公開後は、全国から大勢の観光客が
当地区に訪問されることが予想され、平成28年が
良いスタートになると大きな期待を寄せていま
す。このチャンスに私たち女性経営者は、微力で
はありますが、地域の発展に寄与し、曳山祭りな
どの良き伝統・文化を継承していきたとい存じま
す。
　年頭にあたり、皆様のご商売の繁栄と健康で幸
せな一年でありますようにお祈り申し上げ新年の
挨拶とさせていただきます。

新春を迎えて
射水商工会議所女性会
会　長　木　谷　泰　子

年頭所感
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　今年、年男を迎
えられる本所議員
の方々に、『座右
の銘』を掲げてい
ただきました。本
年が明るい未来の

始まりの年と成るよう祈念いた
します。
　尚、並び順は生年月日にあわ
せております。ご了承願います。

一隅を照らす、これ即ち国の宝なり

谷内田泰治

年頭所感

本所事務始め式
経済団体新春互礼会（富山県商工会議所連合会）
2016年新春懇談会（市内６団体）
本所青年部理事会
正副会頭会議
新年経済懇談会
小規模事業者経営改善資金審査会
射水市ものづくり産業観光ツアー

1/4
1/4
1/5
1/13
1/14
1/14
1/22
1/29

月
月
火
水
木
木
金
金

＜会議所＞主な今後の動き■議員異動のお知らせ

アイシン軽金属株式会社
取締役

平成27年12月14日付

西川　一浩 氏

（前任） 野村　弘和 氏

３号議員

　「一隅」とは各自が置かれている場所
であり、その場所で輝くことができる人
こそ国の宝だということ。
　近年、私どもトラック運送業には様々
な課題への対応が求められております。
　厳しい環境の中ではありますが、まず
は一人一人がそれぞれの持ち場、立場で
精進し自分を磨くこと「一隅を照らす」
人材に成長していくことこそが、明るい
未来への第一歩となります。
　今後も安全第一を根本に、社会の一隅
を照らす会社を目指し邁進して参りま
す。

他山の石

松田　治男

　本年60歳を迎えることにとうとう成り
ました。まだまだだなーと思うことが多い
中、いろんな人にお世話になり学ばせて頂
きましたことに、心より感謝申し上げます。
　［他山の石］中国最古の詩経の句と言う
ことで大切にしています。
　よその山から出る粗悪な石でも、自分の
山の宝を磨くのに利用できる。人は一生の
うちにさまざまな出会いがあり必ず自分の
為になるものがある。父の背中を見ながら
ここまで来れた２代目ですが、これからは
地域、業界の［他山の石］に成るよう更な
る努力をしていく所存です。

船底のカキがら　頭のカキがら

片口　敏彦

　私もとうとう還暦を迎えようとしてお
ります。と言ってもまだまだ元気で楽し
く過ごしております。
　船は遠洋航海に出て帰ってくると船底
にカキがらがくっつき船足が多いに落ち
ます。人間も同じで経験によって多くの
知恵が増えますが同じ分量だけ頭のカキ
がらが増します。林棲期を迎えるに当た
り頭のカキがらを一度すっきり落とし柔
軟で軽快な思考で日々精進したいと思っ
ています。

成功の反対は、失敗ではなく、やらないこと

團　　稔

　とかく物事が上手く行かなかった時た
いしたこともやっていないのに言い訳を
したり、他人を批判して自分の正当性を
主張したりする事がよくありますが、そ
んな時いつも後からになって、最後まで
努力したんだろうか、途中であきらめて
しまったのではないかと反省してしまい
ます。
　たとえ上手く行かない事があっても次
の手を考え、あきらめることなく、常に
前向きに努力していきたいと心掛けてい
ます。

至誠通天

中瀬　茂喜

　吉田松陰が「何事もまじめにやれば天
に通じる。お客さんの信頼はこの積み重
ねでしか得られない」松下村塾の塾生に
贈った言葉です。
　1880年の創業以来５代にわたり「ぜ
いたくをしない」「芸事をしない（日中
のゴルフ等）」「賭け事をしない」という
家訓を守り、日々精進し、商売をおろそ
かにしないことを心掛けていきたい。
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　本所において常議員会を開催。以下の議案について審議され、いずれも原案通り承認されました。常議
員会後、（一社）観光協会との懇談会が開催され、忌憚の無い意見交換が行われました。
　議案第１号：会員の加入について　　　議案第３号：規約の制定・改正（案）について
　議案第２号：参与の委嘱について　　　議案第４号：常議員の選任について

14
12

先月の事業 Pick Up

「常議員会」「観光協会との懇談会」開催

　本所と射水市商工会で組織する射水市商工協議会が毎年実施している標記顕彰事業の選考委員会が本所
において開催され、価格抑制に繋がる部分メッキ技術とその戦略性が評価され「協立電化株式会社」がき
らり大賞に、こだわりを持った良心的で堅実な経営内容が評価され「肴菜や あら木」がきらりルーキー
賞に決定。表彰式は射水産学官金交流会（来年２月２日（火）開催）の席上で行われます。

18
12

射水市きらりカンパニー顕彰 受賞企業決定

新加入会員
№
1
2
3
4
5
6
7
8

片境建築
爽　　庭
新湊すしアカデミー㈱
川波建築
宗教法人 長榮寺
加治定雄商店
ファミリーマート射水海老江店
サイド サポート（特別会員）

射・高場新町3－102
　　かもめ台9
　　善光寺16－6
　　新片町2－3－1
　　立町2－5
　　中央町25－8
　　海老江練合166
　　小島1169－3

建築・大工業
造園業
飲食業
大工業
宗教法人
卸小売業
コンビニエンスストア
建設業

片　境　誠　彦
東　山　潤　一
鷲　北　昭　雄
川　波　剛　士
杉　谷　正　俊
加　治　定　勝
飯　　　与志和
深　山　幸太郎

事　業　所　名 所　在　地代 表 者 名 業　　　種

　本所生活関連部会主催により、お正月用リース（しめ飾り）製作セミナーを開催しました。（参加者19名）
セミナーに先立ち越後部会長より挨拶。その後フラワーアドバイザー野村直子先生にご指導頂きました。
縁起物を作りながら、部会員、会員同士語らいの場となり、今後の部会活動への参加意識が高まりました。

17
12

生活関連部会主催セミナー開催

　本所製造部会主催により、高岡の鋳物製造メーカー「株式会社 能作」を訪問す
る「ものづくり企業視察研修会」を開催しました。研修会では能作社長から、伝統
産業の製造ノウハウを駆使して、現代のニーズに合った製品開発を行った経緯をお
聞きしました。その後、実際に職人が製造を行っている作業現場を見学しました。

2
12 競争力強化の秘訣を学ぶ

ものづくり企業㈱能作視察研修会

　本所金融保険部会は、新湊中学校３年生約90名を対象に「金融と保険に
関する出前授業」を開催。社会人になったとき欠かせない金融と保険の知
識を、学生のうちから学んでもらう事業。同部会員事業所の北陸銀行新湊
副支店長　松田久良氏が金融、日本生命富山支社越中新湊営業支部長　槌
間太郎氏が生命保険、みろこ保険企画社長　棚田孝氏が損害保険について
それぞれ授業を行いました。生徒たちは熱心に授業に耳を傾けていました。

3
12

金融と保険に関する出前授業を初開催
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◎ご利用の方は、事前に本所（TEL.84－5110）まで
　ご予約をお願いします。

マル経融資

普通貸付

小口事業資金

中小企業振興資金

1.15％

1.25 ～ 3.00％

1.80％以内

1.80％以内

日本政策金融公庫
（国民生活事業）

富　山　県

射　水　市

利率（年）資 　 金 　 名

【相談会場】　射水商工会議所１階相談室

主な公的融資制度の利率

日本政策金融公庫定例相談会

金 融 関 係

（平成28年１月１日現在）

１月19日（火）
13:00 ～ 15:00

１月21日（木）
13:00 ～ 15:00

高岡支店国民生活事業
●小口の事業資金融資
●創業支援・地域活性化支援
●国の教育ローン、恩給・共済年
　金等を担保とする融資

富山支店中小企業事業
●中小企業への長期事業資金の融資
●国の中小企業政策に基づいた支援

開 催 日 時アドバイザー等

公益社団法人　高岡法人会

□日　時　平成28年１月21日（木）
　　　　　14：00～ 15：30
□場　所　ホテルニューオータニ高岡　４Ｆ
□講　師　第一生命経済研究所　
　　　　　　主席エコノミスト　永濱　利廣氏
□演　題　｢日本の財政・・現状と展望｣
■入場無料（事前に電話にて申込みお願いします）
■申込･お問い合わせ先
　公益社団法人高岡法人会
　TEL 23－8855  FAX 26－1216

新春時局講演会

　12月12日（土）に第一イン新湊において恒例のクリスマス会員家族親
睦例会を行いました。この事業は日ごろ青年部活動を理解し、お世話
になっている家族へ感謝の気持ちを込めて青年部が毎年開催していま
す。当日は青年部会員家族約80名が参加し、子供抽選会、会員大抽選会、
アトラクション等で盛り上がり、一足早いクリスマスを楽しみました。

家族会員クリスマスパーティー

青年部だより

第142回　簿記検定
　第142回日商簿記検定受験者を募集致します
◇実 施 日　平成28年２月28日（日）
◇受験会場　・射水商工会議所
　　　　　　・富山情報ビジネス専門学校
　　　　　　　※どちらかお選びいただけます
◇申込受付期間
　　　　　　平成28年１月12日（火）

　～平成28年１月29日（金）
◇実 施 級　２～４級
◇受 験 料　２級 4,630円　／　３級 2,570円
　　　　　　４級 1,640円
◇申込方法　本所窓口にて申込用紙にご記入の上、
　　　　　　お申込ください。
　　　　　　または本所ホームページから
http://imizucci.jp/blog/archives/news/

　第142回簿記検定の受付を開始します
　※１月12日（火）より受付を開始いたします。

■問合せ　射水商工会議所
　　　　　TEL 0766－84－5110　担当：杉谷

日　時　平成28年２月13日（土）
　　　　13：50 ～ 18：30（13：30受付開始）
会　場　万葉線車内、レストラン　フェリシーナ
定　員　男性16人、女性16人
　　　　（申込多数の場合は抽選）
対　象　22 ～ 39歳未婚男女
参加費　男性5,000円、女性3,000円（各税込）

※平成27年度万葉線を愛する会会員は500円引

応　募　平成28年１月31日（日）までにメール
　　　　で申込
メール　manyosen@p1.coralnet.or.jp　
　　　　詳細はホームページへ
　　　　http://www.manyosen.co.jp/
主　催　万葉線DE愛トラム実行委員会

恋活～万葉線DE愛トラム～
路面電車で素敵な恋を見つけよう！



　このコーナーでは、世界で活躍する
企業、オリジナル商品がすごい企業な
どキラリと輝く射水市のがんばる企業
をご紹介します。

　今回は肴菜や あら木　代表　荒木 繁氏にお話を伺ってきました。同店は創意工夫に果敢に取り組んで
いる射水市内の企業を表彰する『射水市きらりカンパニー』において、創業後１年以上５年未満の事業所
へ贈られる「きらりルーキー賞」を受賞。生まれ育った地にこだわり創業された荒木氏の胸に秘めた思い
に迫ります。

　地域を盛り上げたいという強い思いもあり、今の場所でずっと続けていきたいという荒木氏。自分の店
を構えるという長年の夢に向かって突っ走っただけと言いますが、その夢を叶えたいという熱意は店舗全
体のデザインには勿論、見えるところの木材は全て檜を使うというこだわりにも現れています。しかしな
がら、奥さんの協力があってこそ、と照れながらお話される荒木氏の素朴な一面も、顧客を惹きつける由
縁と感じました。

　自分の生まれ育ったこの地域はだんだんと人が少なくなっ
てきています。人口減少の流れの中で、あえてここで店を構
えようと思ったのは、この地域を明るくしたかったから。新
しいことをすれば人は集まるので、この店をきっかけに地域
が盛り上がってくれることを願っています。
　地域の皆様に支えられ、おかげさまで口コミだけでここま
でやってきています。それゆえにお客様との距離も近く、ご
要望も積極的に取り入れるようにしています。当店は全国各
地の有名な日本酒を取り揃えていますが、和食に合うワイン
が飲みたいという女性のお客様の声を受け、ワインセラーも
導入。お客様に育てていただいているようなものですね。

キラリしんみなと
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No.45 ◆ 肴菜や　あら木

掲載企業募集しています　射水商工会議所　TEL.84－5110（見﨑まで）

この地域を明るくしたい
なぜこの地に？

　材料の調達は信頼のおける地元の鮮魚店にお任せしており、
当日セリにあがった新鮮なものを使用しています。15歳から
修行をし、20代で新湊へ帰ってからは、徹底的に魚について
勉強しました。自分の目の届く範囲でやっていきたいという
思いが強いので、お店の仕込みはほぼ一人でおこなっていま
すし、今後もこの一店舗だけでやっていきたいと考えていま
す。当店のメニューは毎日手書きで提供しています。その日
その日の最高のものを自分の納得のいく形で提供し続けたい
ですね。

お店のこだわりを教えてください

取材を終えて

肴菜や　あら木
代 表 者：荒木　繁

創　　業：平成24年９月

住　　所：射水市庄川本町9－10

Ｔ Ｅ Ｌ：（0766）54－0262

事業内容：飲食業

営業時間：PM4:00 ～ PM10:30
　　　　　（ラストオーダーPM10:00）

休 業 日：火曜日
　　　　　（予約の場合は要相談）

席　　数：カウンター　６席
　　　　　小上がり　　最大20席

代表　荒木　繁氏


